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■建学の理念・精神  
1．建学の精神 

孔子の教えすべてが本学の建学の精神であるが、特に『論語』の章句より「義を行い以てその道に達す（行義

以達其道）」（季氏篇）を選び出し、学是としている。本学の目指す「義」の精神は、「義」を行うことによって

自分自身を切り開いていくことである。また「義を行う」とは、人間として為すべき使命を果たすことであり、

端的に言えば理想を抱きながら現実の変革のために行動することにほかならない。 

儒学に説かれる「徳」とは、誰もが人間として、人とともに生きるためのさまざまな力である「人間力」であ

り、人間としての思いやり、優しさ、そして何よりも人間の使命感をもって、人のために行動する力こそ「人間

力」である。そうした観点に立って、知識のための知識ではなく、「行義」の二字に込められた実践知、人間力

を身につける人格の形成と教育を通じ、広く社会に儒学思想・倫理を啓発普及させることが本学の教育理念とな

っている。 

 

2．使命と目的 

東日本国際大学は、建学の精神である儒学を根幹として、世界の平和と人類の福祉を基調とする経済学ならび

に社会福祉学を教育・研究することを目的とし（学則第 2条）、「基礎的専門性を備えた学士」を養成するため、

次のような到達目標を設定し卒業判定を行っている。 

(1)建学の精神である儒学を理解し、義を行わんとする強い意欲と寛容の精神をもち行動ができること。 

(2)教養として文化・社会・自然等に関する知識や社会人として必要な言語運用能力・ICT リテラシーなど汎用

的な技術と能力を身につけ、活用できること。 

(3)他者と共に働き、社会を創る主体的な成員としての態度・倫理観・社会的コミュニケーション能力を身につ

け、状況に応じて活用できること。 

(4)自身の文化を知り、多文化社会への理解と国際交流・異文化交流に努める能力と意志をもち行動できること。 

(5)課題を発見し解決する力を身につけ、地域社会やその他の属するコミュニティの発展に貢献する能力と意志

をもち行動できること。 

(6)これらの知識・技能・態度等を、状況に応じて総合的に動員できる応用力・創造力を発揮できること。 

(7)生涯を通して状況に応じて自ら学び、知識を深め、活用できるようになること。 

 

3．大学の個性と特色 

本学では、初年次教育、GPA(Grade Point Average)、学習ポートフォリオ、学生記録等、教育制度の整備を進

めているが、そのなかでも特色と言えるのは、演習（ゼミナール）を中心とする少人数教育である。両学部とも

全学年で学生はゼミに所属し、経済経営学部では平均 10人程度、健康福祉学部においても平均 6～7人程度の学

生数でゼミが運営されている。 

正課教育以外の課外活動においては、人間力あるいは社会人としての基礎力育成のための活動として、学生が

目的を持って自己実現を図ることを目指すさまざまな活動を支援している。それらは正課教育と相まって、学生

の自立心を養い、問題解決能力とコミュニケーション能力を高めることを目指したものである。 

 また、本学は、教育・研究活動と同時に地域への社会貢献を重要な大学の使命としており、地域の中で地域に
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貢献し地域と共に生きる大学を目指し、地域のイベント（七夕祭り等）、行政等の依頼による調査事業などを実

施し、地域への公開講座、高大連携などを積極的に行っている。 

更に、本学は留学生教育と国際交流を重視しており、時代が要請する大学の国際化を進めると同時に、地域の

国際化を図る拠点としての役割を担っている。本学は儒学を建学の精神とすることからアジアの諸大学との交流

が深く、中国語と韓国語を専門とする教員の比重も高い。留学生も中国・韓国等、アジア諸国から多く留学して

きており、大学の国際化が進んでいる。また留学生は、地域の各種イベントへの参加、小学校など教育機関の訪

問等、地域での国際交流に欠かせない役割を果たしている。 

なお、コロナ禍の影響の中、両学部とも体面を中心とした授業を展開しつつ、一部オンライン授業も取り入れ

るなどハイブリッド型授業を実施している。その際、資料活用や出欠管理についてＭｏｏｄｌｅを活用するなど 

両学部とも教育の質の改善に努めている。 

 

■教育研究上の基本組織  

①学部構成と名称 

大学等 学部 学科 

東日本国際大学 

経済経営学部 経済経営学科 

健康福祉学部 社会福祉学科 

留学生別科 

 

②学部の特色 

経済経営学部は、8コース制（公務員・教職コース、企業経営コース、経済・金融コース、デジタルコミュニ

ケーションコース、AI・情報コース、スポーツマネジメントコース、観光マネジメントコース、エジプト考古学

マネジメントコース）を通じて達成目標を明確にしつつ、少人数ゼミとその他の講義とを有機的に結びつけた教

育を行うため、教養科目、共通専門基礎科目、専門科目および資格・教職課程等に関する科目というカテゴリー

を設け、全体を体系的に構成している。 

(1) 教養、共通専門基礎、専門の科目を楔形に配置し、内容が有機的に結びつけられるようにしている。 

(2) 教養科目として、説得的論述を展開できる日本語運用能力と基礎的な外国語運用能力習得を目的とした科目、

専門の土台となる数的理解力等の幅広い教養を育成する科目、地域に開かれた、専門知識の必要性を意識する

ことができるような実践的科目を設定し、PBL等を実施することで課題発見・解決能力を高め、地域社会およ

び国際社会で活躍できる人材の育成を目指している。 

(3) 共通専門基礎科目として、経済および経営、また ICTリテラシーに関する必修科目を中心に、どのコースや

卒業後の進路でも、共通として必要となる経済・経営・情報の基礎的な知識・理論を習得し、広い視点から考

える力を伸ばせるようにしている。 

(4) 専門科目として、各コースに対応した専門知識・理論・技能・倫理を身につけ、活用していくことを学ぶ科

目を設置している。 
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(5) インターンシップに至るキャリア系科目において、実践の現場と経済・経営の理論を繋ぎ、自らの目標を明

確にしている。 

(6) 各学年の少人数ゼミでは、4年間を通して、調査・分析を通して主体的に学ぶ態度、他者の意見を理解しな

がら自分の意見を的確に表現するコミュニケーション力、課題を発見し専門的知識をベースにして解決策を提

示する力を育成している。 

(7) 資格・教職課程等に関する科目として、資格取得に必要な専門知識等を特化したかたちで学べるようにして

いる。 

(8) 卒業研究を通じて、それまで学んできたことを有機的に結びつけ、課題を発見・解決するために知識を深め、

活用し、その成果を他の人たちとコミュニケートすることを生涯続けていける能力を育てている。 

(9) アセスメント・ポリシーを制定して、評価・改善の方法を明確化し、教育改善を行っている。 

 

健康福祉学部は、社会情勢の変化とともに、福祉専門職を目指す学生の他に、健康および社会福祉全般につい

て学び地域社会に貢献したいという学生を広く受け入れている。そのため、ソーシャルワークコース、スポーツ

健康コース、心理福祉コース、介護福祉コースを設定している。カリキュラムは、社会福祉士・精神保健福祉士・

介護福祉士の国家試験受験資格取得に必要な指定科目の他、資格取得を目指さない学生に対しても柔軟に対応で

きるよう、教養科目、共通専門基礎科目、専門科目、資格関連科目というカテゴリーを設け、４年間を通じて体

系的に学修できるよう構成している。 

(1) 教養科目は、基礎的なコミュニケーションスキルや学習スキルを身につける科目のほか、キャリア形成のた

めの科目や視野を広げるための科目を設置している。 

(2) 共通専門基礎科目では、私たちが暮らす現代社会について幅広く興味や関心を持ち、社会福祉の基礎につい

て学ぶことのできる科目を設置している。また、どの分野でも必要となる ICTリテラシーを身につけると同時

に、それぞれの希望にあわせて、①ソーシャルワークの思想・制度・倫理などに関する基礎、②身体と運動の

機能やコミュニケーション力の育成、③心の健康とその理解、④介護の基本とその実践方法、の中から選択し

て学べるように科目を配置している。 

(3) 専門科目では、①相談援助の際に必要となる知識・技術・価値・倫理、②スポーツのコーチング方法、③心

の健康増進と精神保健福祉、④介護の現場で必要な知識・技術・価値・倫理、などの中から選択して学べるよ

うにしている。 

(4) 専門科目の実習教育では、地域にある福祉、医療、行政の機関および事業所等と連携して、実践を通じて、

ソーシャルワークの相談援助場面や介護の現場で求められる知識、技術、価値を学修することを目指している。 

(5) 各学年の少人数ゼミでは、4年間を通して、主体的に学ぶ態度、積極的に発言する力、自分とは異なる他者

を理解する力、課題を発見し専門的に解決する力を育成している。 

(6) キャリアレポートや卒業研究を通じて、それまで学んできたことを有機的に結びつけ、課題を発見し、それ

を克服するための知的研鑽を生涯続けられる力を育成している。 

(7) 資格関連科目として、国家資格である社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士を目指す学生を対象とした

科目を開講している。 

(8) アセスメント・ポリシーを制定して、評価・改善の方法を明確化し、教育改善を行っている。 
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教員組織、教員数、教員の業績等 

①教員数、専任教員一人あたりの学生数                                    （令和 4年 5.1現在） 

学部等 

専任教員数（A） 非常勤教員数（B） 
専任比率

(A)/(A)+(B) 
学生数（C) 

専任教員一人

あたりの学生

数(C)/(A) 
男 女 男 女 

経済経営学部 21 3 26 4 44.4% 601 25.0 

健康福祉学部 9 5 7 3 58.3% 273 19.5 

東洋思想研究所 2 0 0 0    

エジプト考古学研究所 1 0 0 0    

高等教育研究開発センター 2 0 0 0    

留学生別科 0 2 1 3 33.3% 44 22.0 

 

②専任教員の職位、専任教員と非常勤教員の比率                             （令和 4年 5.1現在） 

学 部 学科等 専 任 教 員 非常勤 

教 員 

比率 

  
教 授 准教授 講師 助教 計 専任：非常勤 

経済経営学部 経済経営学科 14 9 0 1 24 30 8：10 

健康福祉学部 社会福祉学科 8 4 2 0 14 10 7：5 

 
東洋思想研究所 1 1 0 0 2 0 ― 

 エジプト考古学研究所 1 0 0 0 1 0 ― 

 高等教育研究開発センター 2 0 0 0 2 0 ― 

 
留学生別科 0 2 0 0 2 4 1：2 

計   26 16 2 1 45 44 45：44 

 

③専任教員の年齢構成                                                    （令和 4年.5.1現在）  

学 部 学科等 30歳以下 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61歳以上 計 

経済経営学部 経済経営学科 0 2 5 9 8 24 

健康福祉学部 社会福祉学科 0 4 1 4 5 14 

  東洋思想研究所 0 1 0 0 1 2 

 エジプト考古学研究所 0 0 0 0 1 1 

 高等教育研究開発センター 0 0 1 0 1 2 

  留学生別科 0 0 1 1 0 2 

計   0 7 8 14 16 45 
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④教員が有する学位 

【経済経営学部】                                （令和４年 5.1現在） 

氏名 職位 学位 職名 専門分野 主な担当科目 

吉村作治 教授 
博士 

（工学） 
総長 史学関係 

基礎演習Ⅰ・Ⅱ・卒業研究、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒

業研究）、エジプト文明論、地域活性論、比較文明論、

エジプトの発掘、ハイテク考古学、エジプト発掘史、エ

ジプト発掘実習、エジプトの宗教 

福迫昌之 教授 
修士 

（社会学） 
副学長、 

社会学関

係 

基礎演習Ⅰ、情報社会と倫理、コミュニケーション、情

報メディア、観光サービス産業論、復興学、インターン

シップ、地域貢献演習B・B’ 

河合 伸 教授 
博士 

（経済学） 

学部長、 

学科長 

商学・経済

学関係 

基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、数

的処理、経済入門、公共経済、平和経済A、産業組織、

人間力の育成A・B、地域貢献演習B・B’ 

三重野 徹 教授 
学士  

（理学） 
図書館長 

経営学・ 

情報学 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、経

営情報、経営組織、ビジネスマネジメント 

倉田 貢 教授 
博士  

（哲学） 
 哲学 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、英

語ⅠA・ⅠB、文章理解Ⅰ、英語ⅡA・ⅡB、上級英語ⅠA・

ⅠB、英語講座（英国）Ⅰ・Ⅱ、英語文化、哲学概論、

倫理学、英語と多元的言語世界、特別研究演習A（英語） 

山田紀浩 教授 
博士  

（行政学） 
 

法学・政治

学関係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、韓国語ⅠA・ⅠB、韓国語ⅡA・

ⅡB、アジア事情（中国・韓国）、市民社会論、英語と

多元的言語世界、韓国語講座（韓国）Ⅰ・Ⅱ、特別研究

演習A（地域活性化） 

二見 順 教授 
博士  

（工学） 

教務 

副部長 

社会・自然

科学関係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、コ

ンピュータ演習ⅠA・ⅠB、コンピュータ演習ⅡA、公務

員試験対策講座ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB、プログ

ラミングA・B、Webデザイン 

田村立波 教授 

修士  

（国際文

化） 

  文学関係 

基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、ア

ジア事情（中国・韓国）,日本事情、中国語ⅠA・ⅠB、

中国語ⅡB、日本社会基礎、日本社会理解A・B、中国語

講座（中国）Ⅰ・Ⅱ、英語と多元的言語世界、論語素読

A、異文化の理解と交流、日本語概論、特別研究演習A

（初中級中国語） 
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矢邊 均 教授 
修士 

（法学） 
  

法学・政治

学関係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、文

章理解Ⅰ・Ⅱ、公務員試験対策講座ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、

ⅢA・ⅢB、民商法、教職実践演習（高）、法と憲法、政

治学、行政法、教育実習Ⅰ・Ⅱ 

大﨑素史 教授 
修士 

（教育学） 
 

教育学関

係 
教育原理、教育制度、総合的な学習の時間の指導法 

田部康喜 教授 

 

 

 

学士 

（法学） 

 

金融・財政

論、社会保

障論、広

報・危機管

理学、ネッ

トワーク

科学 

基礎演習Ⅰ・Ⅱ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、情報処理入

門、PRプランナー入門 

中野信子 教授 
博士 

（医学） 
  医学関係 脳科学基礎論 

福田 徹 教授 

修士 

（経営学）  
金融、経営

学、AI関係 
金融、経済情報、統計 

李 和貞 教授 

修士 

（人文科

学） 

 
教育心理

学、心理学 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、教育心理学、心理学、心理学

理論と心理的支援、心理療法Ⅰ、臨床心理学、児童心理

学 

竹内 茂 准教授 
学士 

（工学） 
 

工学関係 

その他 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、経

営情報処理インターンシップ、コンピュータ演習ⅡB、

シミュレーション、情報システム演習、プログラミング

演習、キャリアガイダンス 

三浦秀樹 准教授 

修士 

（経済学）  
商学・経済

学関係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、簿

記Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習（高）、簿記検定2・3級、公

務員試験対策講座１・Ⅱ・Ⅲ、上級簿記 

大関貴久 准教授 

 

学士 

（体育学） 

柔道部 

総監督 

体育学関

係 

基礎演習Ⅰ、スポーツⅠA・ⅠB、スポーツマッサージ、

スポーツ科学演習B、スポーツ専門演習B、スポーツテ

ーピング、スポーツボランティア 

 

城山陽宣 准教授 
博士 

（文学） 
  文学関係 

基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、論

語を学ぶⅠ・Ⅱ、中国語ⅠA・ⅠB、日本語ⅡB、日本社

会基礎、論語素読A 
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ノーマン・リ

ー・ダウド 
准教授 

修士 

（経営学） 
 

商学・経済

学関係 
英語ⅠA・ⅠB、英語と多元的言語世界 

岩戸謙介 准教授 
修士 

（経済） 
学生部長 

商学・経済

学関係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、文

章理解Ⅰ、日本経済、経済原論A・B、経済政策、国際経

済、教養力養成講座、現代経済事情、公務員試験対策講

座ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB 

林 悠太 准教授 
修士 

（体育学） 
 

体育学関

係 

現代スポーツ論Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・Ⅱ、基礎演習

Ⅱ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、コーチング

事例研究Ⅰ・Ⅱ、健康スポーツ論、スポーツコーチング

Ⅰ・Ⅱ、スポーツマーケティング論、指導のための理論

と実践 

下境芳典 准教授 
博士 

（経営学） 
 

経営学関

係 

卒業研究、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅱ（卒業研究）、基礎

演習Ⅰ、文章理解Ⅰ・Ⅱ、マーケティング、教養力養成

講座、経営入門、公務員試験対策講座ⅠA・ⅠB、ⅡA・

ⅡB、ⅢA・ⅢB 

南雲勇多 准教授 

修士 

（開発教

育学） 

 
教育学関

係 

専門演習Ⅱ（卒業研究）、基礎演習Ⅱ、卒業演習、グロ

ーバル市民教育論A・B、地域課題解決学A・B、キャリ

アデザイン、平和経済B 

宍戸清美 助手 
 

  
情報学基

礎 

プログラミングA・B、Webデザイン、コンピュータ演習

ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB  

※上記一覧には職員との兼務者 2名を含む。 

経済経営学部の担当教員一覧 

http://shk-ac.jp/department_economic_teaching_staff.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://shk-ac.jp/department_economic_teaching_staff.html
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【健康福祉学部】                                                        （令和 4年 5.1現在） 

氏名 職位 学位 職名 専門分野 主な担当科目 

中山哲志 教授 

修士 

（リハビ

リテーシ

ョン） 

学長 

学部長 

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

基礎演習ⅠA・ⅠB、福祉環境論、精相談援助演習ⅠA・

ⅠB、少子高齢化社会概論 

精神保健福祉援助実習、特別研究演習ⅠA・ⅠB 

今野久寿 教授 

学士 

（社会福

祉学） 
 

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

相談援助実習・指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、相談援助演習Ⅲ、低所

得者に対する支援と生活保護制度、介護の基本ⅠA・ⅠB、

社会の理解Ⅰ・Ⅱ、人間の尊厳と自立、人間関係とコミ

ュニケーションⅠ・Ⅱ 

千葉陽子 教授 

 

学士 

（体育学） 
  

体育学関

係 

専門演習Ⅰ・Ⅱ､スポーツ科学演習A､障害者スポーツ論

Ａ、生涯スポーツ論、キャリア演習Ⅰ・Ⅱ 

スポーツベランティア、障害者スポーツ論A、スポーツ

専門演習B 

矢本 聡 教授 

 

 

修士 

（教育学） 

教務 

副部長 

教育学関

係 

キャリア演習Ⅰ・Ⅱ、基礎演習ⅡA・ⅡB、専門演習Ⅰ・

Ⅱ、精神科リハビリテーション学Ⅰ・Ⅱ、精神保健学Ⅰ・

Ⅱ、コミュニケーションⅠ、精神保健福祉援助演習Ⅰ・

Ⅱ、精神保健福祉援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、精神保健福

祉援助実習、国家試験対策講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 

大橋雅啓 教授 

修士 

（社会

学・社会福

祉学） 
 

 

社会福祉

学 

専門演習Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・Ⅱ、更生保護制度、

国家試験対策講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、基礎演習ⅡA・ⅡB

精神保健福祉援助演習Ⅰ・Ⅱ、精神保健福祉援助実習、

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ・Ⅲ、相談援助演習ⅠA・

ⅠB・ⅡA・ⅡB、精神保健福祉援助技術総論Ⅰ・Ⅱ、精

神保健福祉論Ⅰ・Ⅱ、精神保健福祉行政論、国際社会福

祉論 

田中みわ子 教授 

 

博士 

（文学） 
学科長 

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

基礎演習ⅡA・ⅡB、専門演習Ⅰ・Ⅱ､キャリア演習Ⅰ・

Ⅱ、障害者に対する支援と障害者自立支援制度Ⅰ・Ⅱ、

コミュニケーションⅡ､就労支援サービス、障害の理解

Ⅰ・Ⅱ、障害原理論、特別研究演習ⅠA・ⅠB 

金成明美 教授 

修士（社会

福祉学）  
社会学関

係 

基礎演習ⅡA・ⅡB、専門演習Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・

Ⅱ、介護過程Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、介護実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、介護総

合演習ⅠA・ⅠB、特別研究演習ⅡA・ⅡB 
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田中 渡 教授 

修士 

（英語学） 
 英米文学 

基礎演習ⅠA・ⅠB、英語ⅠA・ⅠB、英語と多元的言語世

界、コミュニケーションⅡ 

清水茂徳 准教授 

 

修士 

（社会福

祉学） 

  

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

基礎演習ⅡA・ⅡB､専門演習Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・

Ⅱ、セクシュアルヘルス、精神保健福祉に関する制度と

サービスⅠ・Ⅱ、精神保健福祉援助技術各論Ⅰ・Ⅱ、相

談援助の理論と方法ⅠA・ⅠB、保健医療サービス、スト

レスマネージメント論 

篠原拓也 准教授 

博士 

（社会福

祉学）  

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

基礎演習ⅡA・ⅡB、専門演習Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・

Ⅱ、児童や家庭に対する支援と児童･家庭福祉制度Ⅰ・

Ⅱ、相談援助の理論と方法ⅡA・ⅡB、社会福祉概論、相

談援助実習、相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、相談援助演

習Ⅲ 

志賀恵子 准教授 

 学生副部長 

保健管理セ

ンター長 

看護学関

係 

基礎演習ⅡA・ⅡB、専門演習Ⅰ・Ⅱ、キャリア演習Ⅰ・

Ⅱ、こころとからだのしくみⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB、医療

的ケアⅠ・Ⅱ、生活支援技術Ⅴ、認知症の理解Ⅰ・Ⅱ 

西野勇人 講師 

 

修士 

（社会学） 
 

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

基礎演習ⅠA・ⅠB、専門演習Ⅰ・Ⅱ、社会保障Ⅰ・Ⅱ、

現代社会と福祉Ⅰ・Ⅱ、公務員試験対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅱ・

Ⅲ、高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ、社会福祉関

係法論、福祉行財政と福祉計画Ⅰ・Ⅱ 

前田 佳宏 准教授 

修士 

（保健福

祉学） 

  

社会福祉

学（権利擁

護、生活困

窮者支援、

地域福祉） 

福祉まちづくり論、権利擁護と成年後見制度、相談援助

実習、相談援助演習ⅠA・ⅠB、相談援助演習Ⅲ、相談援

助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、地域福祉の理論と方法Ⅰ・Ⅱ、

ソーシャルワークの基盤と専門職、ソーシャルワークの

基盤と専門職（専門） 

後藤美緒 講師 
博士 

（社会学） 
 

社会学関

係（社会事

業関係を

含む） 

社会学（社会と人間）、生命倫理学Ⅰ・Ⅱ、福祉まちづ

くり論、社会理論と社会システム、社会調査の基礎、 

コミュニケーションⅡ、公務員試験対策講座ⅠA・ⅠB、

ⅡA・ⅢB,ⅢA・ⅢB、基礎演習ⅡA・ⅡB 

健康福祉学部の担当教員一覧   http://shk-ac.jp/department_welfare_teaching_staf.html 

 

 

 

 

http://shk-ac.jp/department_welfare_teaching_staf.html


 10 

【東洋思想研究所】                                                        （令和 4年 5.1現在） 

氏名 職位 学位 職名 専門分野 主な担当科目 

遠藤孝紀 教授 
修士 

（文学） 
 

文学関係  

三浦健一 准教授 
修士 

（公共政策学） 

 社会学関

係 

基礎演習Ⅱ、専門演習Ⅰ、観光学入門、人間力の育成A・B 

専任研究員紹介 

http://shk-ac.jp/lab_touyou_researcher.html 

 

【エジプト考古学研究所】                            （令和 4年 5.1現在） 

氏名 職位 学位 職名 専門分野 主な担当科目 

黒河内 

宏昌 
教授 

修士 

（工学） 

 史学関係 エジプト発掘演習、エジプト建築史、エジプト発掘実習、 

ハイテク考古学 

専任研究員紹介 

https://egypt-archaeology.jp/staff/ 

 

【高等教育研究開発センター】                          （令和 4年 5.1現在） 

氏名 職位 学位 職名 専門分野 主な担当科目 

関沢和泉 教授 
博士 

（言語学） 
教務部長 文学関係 

基礎演習Ⅰ、情報処理演習ⅠA・ⅠB、日本社会理解B、英語

と多元的言語世界、言語学、言語教育史、日本語概論 

大槻雅彦 教授 
学士 

（法学） 
 

商学・経済

学関係 

 

 

■入学、卒業、修了及び進路の状況 

①東日本国際大学のアドミッション・ポリシー 

東日本国際大学では、カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）に定める教育を通じて、ディプロ

マポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に示す卒業生を送り出すために、求める学生像及び受け入れの方針

として次の項目を掲げています。 

Ａ．求める意欲・関心 

 本人の意欲・関心として以下を求め、面接や調査書、志願者本人が記載する資料等により確認します。 

１．見学の精神を理解し、倫理観の高揚を図る意欲のある人 

２．社会人としての基礎能力を身につけ、その上に専門知識の習得を目指す人 

３．勉学およびスポーツ・文化・社会活動等を通して豊かな人間性を発展させたい人 

４．修得した知識や能力を活かし地域社会・国際社会に貢献する強い意欲を持っている人 

Ｂ．求める学力の３要素 

http://shk-ac.jp/lab_touyou_researcher.html
https://egypt-archaeology.jp/staff/
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 高校までに習得した学力の３要素として以下を求め、筆記試験や調査書、志願者本人が記載する資料、面接

等により確認します。 

１．〈知識・技能〉各専門分野を学ぶために最低限必要となる教科の内容を学習していること 

２．〈思考力・判断力・表現力〉学習した内容を活用して、さまざまな課題を解決していくために思考・判断し

ようと努力し、それを他社に伝える表現を試みられること 

３．〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉自ら積極的に、さまざまな人々とコミュニケーションを

取り、協働して活動しようとできること 

Ｃ．入学者選抜方針 

 上記のＡとＢを兼ね備えた入学者を選抜するために、多様な入学選考を実施します。各入試において上記を

確認するものは面接・調査書・小論文・自己推薦書・履歴書・志願理由書・学科筆記試験等 

②経済経営学部のアドミッション・ポリシー 

Ａ．求める意欲・関心 

 本人の意欲・関心として以下を求め、面接や調査書、志願者本人が記載する資料等により確認します。 

１．経済・経営の幅広い分野に興味を持っている人 

２．将来の社会人・経済人として必要不可欠なＩＣＴや経営の知識とスキルを身につけたい人 

３．国際経済や地域経済に関心を持ち、その発展に貢献したいという強い意欲を持っている人 

４．社会に必要な基礎能力と自らの得意とする分野の専門知識の両方を高めたい人 

Ｂ．求める学力の３要素 

 高校までに習得した学力の３要素として以下を求め、筆記試験や調査書、志願者本人が記載する資料、面接等

により確認します。 

１．〈知識・技能〉経済経営学部の各コースで学ぶために最低限必要となる教科の内容を学習していること 

２．〈思考力・判断力・表現力〉学習した内容を活用して、さまざまな課題を解決していくために思考・判断し

ようと努力し、それを他者に伝える表現を試みられること 

３．〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉自ら積極的に、さまざまな人々とコミュニケーションを

取り、協働して活動しようとできること 

Ｃ．入学者選抜方針 

 上記ＡとＢを兼ね備えた入学者を選抜するために、多様な入学選考を実施します。各入試において上記を確認

するものは面接・調査書・小論文・自己推薦書・履歴書・志願理由書・学科筆記試験等 

③健康福祉学部アドミッション・ポリシー 

Ａ．求める意欲・関心 

 本人の意欲・関心として以下を求め、面接や調査書、志願者本人が記載する資料等により確認します。 

１．福祉・健康・スポーツの幅広い分野に興味を持っている人 

２．社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士の国家資格取得を目指す人 

３．地域福祉の向上に貢献したいという強い意欲を持っている人 

４．福祉国家・福祉社会の発展のために、福祉の知識を広く社会で活かしたい人 

Ｂ．求める学力の３要素 

 高校までに習得した学力の３要素として以下を求め、筆記試験や調査書。志願者本人が記載する資料、面接

等により確認します。 



 12 

１．〈知識・技能〉健康福祉学部の各コースで学ぶために最低限必要となる教科の内容を学習していること 

２．〈思考力・判断力・表現力〉学習した内容を活用してさまざまな課題を解決していくために思考・判断しよ

うと努力し、それを他者に伝える表現を試みられること 

３．〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉自ら積極的に、さまざまな人々とコミュニケーションを

取り、協働して活動しようとできること 

Ｃ．入学者選抜方針 

 上記のＡとＢを兼ね備えた入学者を選抜するために、多様な入学選考を実施します。各入試において上記を

確認するものは面接・調査書・小論文・自己推薦書・履歴書・志願理由書・学科筆記試験等 

 

④入学者数、専任教員一人あたりの学生数、定員充足率                     （令和 4年.5.1現在） 

学  部 学 科 
入学者の状況 

在校生の状況 

（1～4年生） 

専任教員 

一人当たり

の学生数 

収容定員 

充足率 
定員 入学者数 定員 在学生数 

経済経営学部 
経済経営

学科 
145 124 580 601 25.0人 103.6% 

健康福祉学部 
社会福祉

学科 
60 73 240 273 19.5人 113.7% 

計 205 197 820 874 23.0人 106.5% 

 

【別記】 

学  部 学 科 

在校生の状況 専任教員 

一人当たりの学生

数 

収容定員 

充足率 定員 在学生数 

  留学生別科 80 44 22人 27.5％ 

 

⑤社会人受入数、留学生数、留年者数                  （令和 4年.5.1現在） 

学  部 学 科 
社会人 

学生数 
留学生数 留年者数 

経済経営学部 経済経営学科 1 78 7 

健康福祉学部 社会福祉学科 0  12 4 

計 1 90 11 

⑥入学生の推移                                              （令和 4年.5.1現在） 

学  部 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

経済経営学部 133 142 167 188 182 124 

健康福祉学部 66 55 74 65 59 73 

計 199 197 241 253 241 197 



 13 

 

【別記】 

学  科 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

留学生別科 97 45 10 9 1 42 

＊注：経済経営学部・健康福祉学部は平成 28年 4月、経済情報学部・福祉環境学部からそれぞれ名称を変更。 

 

⑦退学者数、除籍者数、中退率、海外派遣 （令和３年度実績）     （令和 4年.5.1現在） 

学  部 学 科 退学者数 除籍者数 中退率 
海外派遣 

学生数 

経済経営学部 経済経営学科 26 5 4.33% 0 

健康福祉学部 社会福祉学科 6 1 2.20% 0 

計 32 6 3.66% 0 

 

【別記】                            （令和 4年.5.1現在） 

学  部 学 科 退学者数 除籍者数 中退率 
海外派遣 

学生数 

  留学生別科 
春学期 0 0 0.0％ 0 

秋学期 0 0 0.0％ 0 

 

⑧卒業・修了者数、学位授与数、進学者数、就職者数 （令和３年度実績）   

学  部 学 科 卒業・修了者数 
学 位 

授与数 
進学者数 就職者数 

経済経営学部 経済経営学科 104 104 2 90 

健康福祉学部 社会福祉学科 44 44 1 37 

計 148 148 3 127 

 

【別記】 

学  部 学 科 卒業・修了者数 
学 位 

授与数 
進学者数 就職者数 その他 

 
留学生別科 6 - 4 0 2 
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⑨進路状況（令和３年度実績） 

学部 学科 卒業生数 就職希望者数 その他 就職者数 就職率 

経済経営学部 経済経営学科 104 90 14 90 100％ 

健康福祉学部 社会福祉学科 44 37 7 37 100％ 

計 148 127 21 127 100％ 

 

⑩主な進路先 

http://shk-ac.jp/career_Job_data_date.html 

 

■授業科目、授業の方法・内容・計画 

①全学共通の教育課程の編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

１． 少人数のゼミ（演習）を全学年で必修とし、初年次教育、基礎的専門教育、専門教育、卒業研究指導、

就職活動支援を一貫してきめ細かな指導と対応を通じて行い、学習ポートフォリオを通じて振り返りの能

力を深めることで、明確な目標を形成し、専門的知識と汎用的な技術と能力を活用し、他者と協働できる

力を伸ばします。 

２． 東日本国際大学の建学の精神である儒学に関する知識・理解を深めるための科目を設定し、義を行う意

欲と寛容の精神を育てます。 

３． 日本語や外国語の運用能力、ICTリテラシーなど社会人としての基礎力である汎用的コミュニケーショ

ンスキルを習得する科目、文化、社会、自然科学、スポーツ等を通じて、さまざまなコンピテンシーを含

む基礎的な教養を身につける一般教養科目を設けます。 

４． 国際交流関連科目等においてさまざま文化への理解と自己の文化を振り返る力を育成し、地域連携系科

目を通じて、課題発見力や地域への貢献の意欲を引き出します。 

５． キャリア形成・資格取得に関する科目を設け、学生が当初より自らのキャリア・デザインを描くことが

できるようにします。 

６． カリキュラムツリー等を利用し、科目の間の体系性や構造を明示します。 

７． アセスメント・ポリシーを制定して、評価・改善の方法を明確化し、教育改善を行います。 

 

②経済経営学部の編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

１． 教養、共通専門基礎、専門の科目を楔形に配置し、内容が有機的に結びつけられるようにします。 

２． 教養科目として、説得的論述を展開できる日本語運用能力と基礎的な外国語運用能力習得を目的とした

科目、専門の土台となる数的理解力等の幅広い教養を育成する科目、地域に開かれた、専門知識の必要性

を意識することができるような実践的科目を設定し、PBL等を実施することで課題発見・解決能力を高め、

地域社会および国際社会で活躍できる人材の育成を目指します。 

http://shk-ac.jp/career_Job_data_date.html
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３． 共通専門基礎科目として、経済および経営、また ICTリテラシーに関する必修科目を中心に、どのコー

スや卒業後の進路でも、共通として必要となる経済・経営・情報の基礎的な知識・理論を習得し、広い視

点から考える力を伸ばせるようにします。 

４． 専門科目として、各コースに対応した専門知識・理論・技能・倫理を身につけ、活用していくことを学

ぶ科目を設置します。 

５． インターンシップに至るキャリア系科目において、実践の現場と経済・経営の理論を繋ぎ、自らの目標

を明確にします。 

６． 各学年の少人数ゼミでは、4年間を通して、調査・分析を通して主体的に学ぶ態度、他者の意見を理解

しながら自分の意見を的確に表現するコミュニケーション力、課題を発見し専門的知識をベースにして解

決策を提示する力を育成します。 

７． 資格・教職課程等に関する科目として、資格修得に必要な専門知識等を特化したかたちで学べるように

します。 

８． 卒業研究を通じて、それまで学んできたことを有機的に結びつけ、課題を発見・解決するために知識を

深め、活用し、その成果を他の人たちとコミュニケートすることを生涯続けていける能力を育てます。 

９． アセスメント・ポリシーを制定して、評価・改善の方法を明確化し、教育改善を行います。 

 

③健康福祉学部の編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

１． 教養科目は、基礎的なコミュニケーションスキルや学習スキルを身につける科目のほか、キャリア形成

のための科目や視野を広げるための科目を設置します。 

２． 共通専門基礎科目では、生命の誕生と終わりについて考え、また社会福祉の基礎について学び、どの分

野でも必要となる ICTリテラシーを身につけると同時に、それぞれの希望にあわせて、①福祉の思想・制

度・倫理などに関する基礎、②身体と運動の機能やコミュニケーション力の育成、③心の健康とその理解、

④介護の基本とその実践方法、の中から選択して学べるように科目を配置します。 

３． 専門科目では、①相談援助の際に必要となる知識・技術・価値・倫理、②スポーツのコーチング方法、

③心の健康増進と精神障害者への支援方法、④介護の現場で必要な知識・技術・価値・倫理、などの中か

ら選択して学べるようにします。 

４． 専門科目の実習教育では、地域の福祉施設・機関と連携して、相談援助・介護の現場において、それま

で学んだことを実践と結びつけ、知識を体系化することを目指します。 

５． 各学年の少人数ゼミでは、4年間を通して、主体的に学ぶ態度、積極的に発言する力、自分とは異なる

他者を理解する力、課題を発見し専門的に解決する力を育成します。 

６． キャリアレポートや卒業研究を通じて、それまで学んできたことを有機的に結びつけ、課題を発見し、

それを克服するための知的研鑽を生涯続けられる力を育てます。 

７． 資格関連科目として、国家資格である社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士を目指す学生を対象と

した科目を開講します。 

８． アセスメント・ポリシーを制定して、評価・改善の方法を明確化し、教育改善を行います。 
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＜学 則＞   http://www.shk-ac.jp/info_profile_rule.html 

＜カリキュラム表＞ 

経済経営学部 http://www.shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html 

  健康福祉学部 http://www.shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html 

 

④講義概要（シラバス） 

経済経営学部シラバス  

教養科目   http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section01 

 共通専門基礎科目 http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section02 

 専門科目   http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section03 

  資格・教職課程等に関する科目 

 http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section05 

 

健康福祉学部のシラバス 

教養科目   http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section01 

共通専門基礎科目 http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section02 

専門科目   http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section03 

  資格関連科目 http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section04 

 

⑤履修モデル 

学部・研究科等 
修業年

限 

必要修得

単位数 

科目区分ごとの修得単位数 
修得可能な 

学位 科目区分名 必修 選択必修 合計 

経済経営学部 ４年 124単位 

教養 14単位 2科目 
30単位 

以上 

学士 

（経済学） 
共通専門基礎 12単位 － 

20単位 

以上 

専門 20単位 － 
46単位 

以上 

健康福祉学部 ４年 124単位 

教養 10単位 2科目 
24単位 

以上 学士 

（社会福祉学） 

・（精神保健 

福祉学） 

共通専門基礎 22単位 － 
60単位 

以上 

専門 16単位 － 
40単位 

以上 

http://www.shk-ac.jp/info_profile_rule.html
http://www.shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html
http://www.shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html
http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section01
http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section02
http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section03
http://shk-ac.jp/department_economic_curriculum.html#section05
http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section01
http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section02
http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section03
http://shk-ac.jp/department_welfare_curriculum.html#section04
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⑥学年暦 http://shk-ac.jp/college_life_schedule.html 

 

■卒業・修了の要件及び取得学位等 

①全学共通のディプロマ・ポリシー 

１． 建学の精神である儒学を理解し、義を行わんとする強い意欲と寛容の精神をもち行動ができること。 

２． 教養として文化・社会・自然等に関する知識や社会人として必要な言語運用能力・ICTリテラシーなど

汎用的な技術と能力を身につけ、活用できること。 

３． 他者と共に働き、社会を創る主体的な成員としての態度・倫理観・社会的コミュニケーション能力を身

につけ、状況に応じて活用できること。 

４． 自身の文化を知り、多文化社会への理解と国際交流・異文化交流に努める能力と意志をもち行動できる

こと。 

５． 課題を発見し解決する力を身につけ、地域社会やその他の属するコミュニティの発展に貢献する能力と

意志をもち行動できること。 

６． これらの知識・技能・態度等を、状況に応じて総合的に動員できる応用力・創造力を発揮できること。 

７． 生涯を通して状況に応じて自ら学び、知識を深め、活用できるようになること。 

 

②経済経営学部のディプロマ・ポリシー 

１． 社会や企業で活躍するために必要な日本語力、基礎的な外国語力、数的理解力、ICTリテラシーや目標

に応じた情報処理技術を身につけ、それらを他の人たちと協働して活用するためのコミュニケーションス

キルを備えていること。 

２． 経済に関する基礎知識および抽象的思考能力・論理的思考能力・全体を総合的に把握する能力を身につ

けることで、人生における課題設定・解決能力を高め、グローバルな市民としての社会的責任を果たす役

割を自覚できること。 

３． 経営に関する基本的な考え方や理論を理解し、それを活用することで社会や生活の持続的発展に向けて、

さまざまな社会的課題を考察できること。 

４． 職場や生活のさまざまな場面において、自発性と自己規律のもとで、国際的視野にたって他者と協働し

て目標に向かって行動する能力を身につけていること。 

５． 社会人としての義務と責任を果たす意志と能力を備え、生涯を通して、多様な価値観と向き合い、地域

経済ならびに国際経済の発展に寄与できること。 

 

③健康福祉学部のディプロマ・ポリシー 

１． 現代社会における複雑な社会問題に関心をよせ、生涯を通して、課題を発見しそれを克服するための知

的研鑽を続けられること。 

２． 社会福祉領域のみならず広く社会で活躍するために必要な語学能力および ICTリテラシーを身につけて

いること。 

３． 多文化共生の視点から異なる文化的な背景をもつ人や社会に関心をもち、マイノリティならびに異文化

http://shk-ac.jp/college_life_schedule.html
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を理解し、多様な価値観を認める社会の形成に積極的に関わろうとする態度が備わっていること。 

４． 高度な対話力を身につけると同時に、国際的視野にたって他者と協働できる能力が備わっていること。 

５． 福祉専門職（社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士）に必要とされる知識、技能、態度、倫理、

価値、技術を身につけ、地域の生活課題に主体的に取り組む姿勢をもつこと。 

 

④取得可能な免許及び資格について 

 経済経営学部 http://www.shk-ac.jp/department_economic_qualification.html 

 健康福祉学部 http://www.shk-ac.jp/department_welfare_qualification.html 

 

⑤学位授与・授与率  

学 部 平成 30年度入学者数 令和３年度学位授与数 授与率 

経済経営学部 125 99 79.2% 

健康福祉学部 52 40 76.9% 

※平成 30年 4月入学生対象 

 

■学生生活及び就職支援について 

①教務部・学生部 

専門の部署として教務部・学生部が設置されている。教務部では、主に学生の履修や授業に関する事務・

支援及び学籍に関する事務を取り扱う。学生部では、学生生活を円滑に送れるようにする支援を行う。主

に奨学金に関する事務・支援や学生証、学生定期、学割等の発行に関する事務・支援を取り扱う。 

本学の特徴はすべての学部で各学年においてゼミが必修となっており、学生は何らかのゼミに所属して

いるので、履修からはじまる学修のプロセスの指導や生活の相談は、各ゼミが中心となり、教務部・学生

部も共同して行われている。 

 詳細：http://www.shk-ac.jp/college_life_support_procedure.html 

 

②キャリアセンター  

学生ひとり一人の将来の進路や人生における働き方や生き方を考え、目先の就職という"点"で考えるのではな

く、人生の終焉までの"線"を通して考えてもらう支援をしております。 具体的な実施内容として、下記の活動

を行っております。  

1．ゼミを中心とし、学生、保護者、大学が三位一体となった新しいキャリア教育体制を築く。 

2．ゼミ担当者がキャリアセンターと連携し、各年次に応じたキャリア教育のアドバイザーとなり、キャリア

に関する各学年のゼミ会議を開催すると同時に、保護者会等を通じて保護者への情報提供と連携を行なう。 

3．キャリア講座および資格講座の充実を図る。 

4．キャリアセンターにおいて求人開拓、キャリア教育、インターンシップ、就職相談、教員に対するキャリ

ア教育等、キャリア関連の各種業務を企画・統括する。 

http://www.shk-ac.jp/department_economic_qualification.html
http://www.shk-ac.jp/department_welfare_qualification.html
http://www.shk-ac.jp/college_life_support_procedure.html
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5．キャリアセンターにおける情報システムの整備、ならびにキャリア・アドバイザーの活用を行なう。 

詳細：http://www.shk-ac.jp/career_support_support.html 

 

③保健管理センター  

保健管理センターは、学生・教職員の健康の保持増進を図るため、定期及び臨時の身体測定、健康診断、並び

に救急処置、各種健康相談（メンタルヘルス等を含む）、保健指導、健康教育、環境衛生及び感染症の予防につ

いての指導等、その他健康の保持増進についての必要な業務をおこなうところです。 

そのために、簡単な測定検査用具・救急処置薬品・衛生器材・休養ベッド等が設置されています。 

詳細：http://www.shk-ac.jp/college_life_support_health.html 

 

④学生相談室  

 本学学生・教職員の身体的な健康・心の悩み等さまざまな各種健康相談やメンタルヘルスの支援に応じていま

す。 

 

■その他の教育研究上の情報 

①海外の諸学校との協定状況  

・曲阜師範大学（中国）・曲阜師範学校（中国）・山東大学（中国）・安微大学（中国）・香港孔教学院（中国）・

中国政法大学（中国）・大連民族大学（中国）・撫順師範高等専科学校（中国）・瀋陽体育学院（中国）・和春技

術学院（台湾）・開南大学（台湾）・成均館大学校（韓国）・金浦大学（韓国）・世京大学（韓国）・ハワイ州カ

ウアイ・コミュニティカレッジ（アメリカ）・ファースト・グローバル・コミュニティ・カレッジ（タイ）・ 

慶南大学校（韓国）・カンタベリー・クライスト・チャーチ大学（イギリス）・日本メキシコ学院（メキシコ） 

 

②「英語講座（英国）」実施 

 令和３年度は実施せず。 

 

③社会貢献活動  

本学は、「地域連携」を大学の理念とし、「地域に信頼され愛される大学」、「地域に開かれ貢献できる大学」、

「『地域経済』『地域福祉』」に関するシンクタンクとなりうる大学を目指している。 

 

 

１「高大連携プログラム」 

「高大連携プログラム」（大学と高等学校の間で協定書を締結して長期的な相互交流）は、高等学校サイドの

勉学動機の不足、あるいは安易な資格取得志向などの悩みと大学サイドの優秀な学生の確保や高い勉学動機を持

つ学生の確保などの悩みをも同時に解決するためのもので、その実施状況は下表のとおりである。 

 

http://www.shk-ac.jp/career_support_support.html
http://www.shk-ac.jp/college_life_support_health.html
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対象高等学校名 内  容 

県立・平商業高等学校 

本学附属昌平高等学校 

－高校生が本学の授業を大学生と一緒に履修するという形態 

－当該生徒が本学に進学した際には、本学の単位（事前修得単位）と

して認定 

県立・いわき総合高等学

校 

－教員が高校に出向く形態 

－単位は高校側でのみ認定 

  

２「市民を対象としたプログラム」 

「市民を対象としたプログラム」は次頁のとおりである。 

「市民対象プログラム」の概要 

プログラム名 内  容 

科目等履修生制度 単位認定を伴う社会人のための生涯学習の場（単位認定あり）。 

市民開放授業 
単位認定を伴わずに、市民に特定の講座を開放する（無料、単位認

定なし）。 

ふれあい出前講座 
高校生を含む市民を対象に､求めに応じて本学教員が出向いて講義

を行うもの(無料、単位認定なし)。 

論語素読教室 
毎週土曜日に学内の大成殿において一般市民と本学教員も関与した

素読会。学生も参加できる。 

いわきヒューマンカレッジ 市が主催する市民大学。本学は経済・福祉に関する内容を担当。 

昌平図書館開放 

市民開放として、平日は午後６時､土曜日は午後１時まで開館。 

現在、いわき市内図書館（大学、高専及び市立）間ネットワーク利

用が可能となっている。 

 

③地域・産学官との連携 

 本学では、いわき市「大学等と地域の連携したまちづくり推進事業」を実施し、市から委託された各種調査・

研究事業を実施してきた。また、平成 30 年度からは、産学官民による「いわきアカデミア協議会」に移行し、

「大学生地域実践ゼミ」として調査・実践活動を行っている。近年の実績としては、 

1.平成 23年度「いわき市物産品および観光商品の高度化と体制整備による風評被害克服・地域活性化のため

の調査・実証実験事業」 

2.平成 24～25年度「大型商業施設と地元産業（商業・農林水産業）に関する研究」、平成 25年度「介護予防

事業の効果検証と今後の方策について」、「授産製品の販路拡大と新たな商品・サービス開発」 
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3.平成 26年度「公園施設などを用いた興行によるシティーセールス、交流人口の拡大、地域経済波及に関す

る研究」 

4.平成 27年度「いわき市を核とした連携中枢都市圏構想に関する調査研究」 

5.平成 28年度「いわき市のインバウンド情報発信の効果的展開に関する調査研究」 

6.平成 29年度「いわき市のインバウンド発信・シティセールスの推進に関する実践的研究」 

平成 24～25年度には「第 4次いわき市障がい者計画策定委託業務」を受託し、市内アンケート調査およびそ

の結果を踏まえた計画策定を行った。 

平成 25年度には「オールスターゲーム・ふくしま復興祭開催による地域への波及効果に関する研究委託」事

業を実施した。 

平成 30年度から、「大学生地域実践ゼミ」として A）外国人留学生を軸としたインバウンド観光開発プロジェ

クト、B）田人町貝泊地区の地域資源を活用した交流人口増加プロジェクト、を実施している。 

また、広野町との連携協定に基づき、平成 30年度から「心の復興事業」を実施している。 

 

④他大学との連携 

平成 23(2011)年度から、いわき明星大学との連携による「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロ

ジェクト（大学等における地域復興のためのセンター的機能整備事業）」を実施し、被災地の情報発信による観

光まちづくり事業と被災障がい者自立支援推進事業を進めている。 

福島県内の大学と単位互換協定を結んでおり、その受け入れについては「東日本国際大学特別聴講学生規程」

として明文化されている。なお、本学の学生が他大学の講義を受講した場合にも互換協定等に沿って処遇される

が、今のところ実績は無い。 

平成 21(2009)年度からは、福島大学が主宰する“アカデミア・コンソーシアムふくしま”に参画し積極的な

対応を行っている。  

平成 27（2015）年度からは、文科省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」「ふくしまの未

来を担う地域循環型人材育成の展開」に参加し、福島県内の高等教育機関 4校が連携しながら、福島の地域を担

う人材育成事業を展開しており、本学ではスポーツと福祉分野での地域連携に取り組んでいる。 

 平成 29（2017）年度には長崎大学と協定を結び、川内村での集中講義を共同で開催している。 

平成 30（2018）年 1月から、福島工業高等専門学校と連携協定書を結び、東日本大震災により被災した福島

県とその周辺地域の復興支援及び福島浜通り地域等に新たな産業の創出を目指す福島イノベーション・コースト

構想の推進に資するため、教育・研究分野における緊密な連携・協力関係を構築している。 

 平成 30（2018）年 3 月から、大正大学との連携協定書を結び、地域社会の振興・創世及び東日本大震災によ

り被災した地域の復興に寄与するために、教育・研究・社会貢献分野における緊密な連携・協力関係を構築する

ことに合意している。 

 平成 30（2018）年 9月には、医療創生大学（旧：いわき明星大学）、福島工業高等専門学校及び地元の自治体、

経済団体と「福島浜通り復興創世コンソーシアム」を設立した。 
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■校地・校舎等 学生の教育研究活動の環境 

所在地 〒970-8567 福島県いわき市平鎌田字寿金沢 37 

主な交通手段 常磐線いわき駅下車 

キャンパス概要 

【キャンパスマップ・アクセスマップ】 

http://www.shk-ac.jp/info_access_access_map.html 

 

運動施設の概要 

【機能・規模】 

○運動場 

  本学には、キャンパスに付設して第一運動場(鎌田石名坂)、弓道場、柔道場がある。

また近郊に第二運動場(小川町大坂)と屋内野球練習場が整備されている。 

○体育館 

本学における体育館は、体育の授業のほか、強化指定部となっているバドミントン

部、卓球部の練習の場にもなっている。 

これらの運動場施設の規模と用途は以下の通り 

施設名称 用  途 面 積 ㎡ 備  考 

第一運動場 一般運動場 6,127.5  

第二運動場 野球場・サッカー場 53,972.57  

黌道館 柔道場 836.4 330畳 

屋内野球練習場 野球 1,851.08  

弓道場 弓道 97.78  

体育館 授業・部活動 1,694.4   
 

課外活動の状況 

 

 本学では、課外活動を通じて人間力あるいは社会人としての基礎力育成のため、学生

が目的を持って自己実現をはかることについて、さまざまな支援を行っている。 

学生の課外活動には、行政や他大学との連携などの様々な学外活動や、学友会活動を中

心とした自治活動がある。学友会活動には、運動部、サークル活動等も含まれる。学友

会は、学生の自治組織であり、活動費は学会費により賄われている。 

主要事業として、①鎌山祭（学園祭）の実施（いわき短期大学と共催）、②いわき踊り

（いわき市内）への参加、③卒業式に連動した謝恩会の実施などが挙げられる。また、

学友会組織は、会長、副会長、会計等の役員と中心として、各種行事への学生参加率の

向上を図るため 1～3年次ゼミや強化指定部との連絡を密にしている。なお、学友会規約

に従い、学生部長が顧問、学生委員が監事として、連携・指導を行っている。さらに、

部活動の中でも、①硬式野球部、②柔道部、③弓道部、④バドミントン部、⑤卓球部、

⑥サッカー部、⑦吹奏楽部の７部が強化指定部として法人より指定され、高い実績をあ

http://www.shk-ac.jp/info_access_access_map.html
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げている。これらの強化指定部には、法人指定強化部に対する特別補助取扱要領に基づ

いて、技術力向上のための財政的支援を行っている。 

【施設設備整備】 

 本学は、ＪＲ常磐線いわき駅より徒歩 15分の閑静な小高い鎌田山に併設しているいわき短期大学ととも

に立地しており、ｷｬﾝﾊﾟｽ設備の殆どはこの地に、あるいは徒歩可能な範囲に弓道場、柔道場、第一運動場と

学生駐車場が整備されている。また離れて設置されている主要な関連施設は、野球場・屋内野球練習場並び

にサッカー練習場（第二運動場）である。校舎・校地の大学設置基準面積との対比は下表の通りである。 

 

・校舎／校地一覧表 

 

 

 

収容 

定員 

 人 

校舎 校地 

基準面積        

㎡ 

現有面積   

㎡ 

差  異                        

㎡ 

基準面積   

㎡ 

現有面積  

㎡ 

差  異  

㎡ 

東日本国際

大学 
820 6,196.85 11,969.15 5,772.30 8,200 

87,106.46 

(大学と共用) 
76,906.46 

いわき短期

大学 
200 2,350 3,559.14 1,209.14 2,000 

計 1,020 8,546.85 15,528.29 6,981.44 10,200 87,106.46 76,906.46 

校舎は 1号館から 5号館までに分かれており、併設している短期大学は主に 5号館を使用している。1号

館には、300名収容の階段教室が設置されており、授業のほか、国際会議・講演会等での利用度が高い。ま

た、孔子の教え「儒学」を建学の精神としている本学では、1号館屋上に孔子廟である湯島聖堂を再現した

「大成殿」があり、例年「孔子祭」を開催している。3号館にはコンピュータ演習用の2室とコンピュータ

自習室、4号館には図書館やアクティブラーニング室・ラーニングコモンズ室、さらに5号館には大学附属

の研究所が設置されている。 
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■授業料・入学料その他の大学が徴収する費用 

①学納金 

2022年度学費  http://www.shk-ac.jp/admission_fee_fee.html 

経済経営学部・健康福祉学部 

１年次学費                                  単位：円 

納付金の種類 入学時納付金 秋学期納付金 年額 

入学金 100,000 - 100,000 

授業料 360,000 360,000 720,000 

設備費 120,000 120,000 240,000 

教育充実費 60,000 60,000 120,000 

実習費 30,000 - 30,000 

合計 670,000 540,000 1,210,000 

 

２年次以降の学費                               単位：円 

納付金の種類 春学期納付金 秋学期納付金 年額 

授業料 360,000 360,000 720,000 

設備費 120,000 120,000 240,000 

教育充実費 60,000 60,000 120,000 

合計 540,000 540,000 1,080,000 

※履修科目によりかかる実習費は別途徴収いたします。 

 

 

 

 

②奨学金 

種   類 要   件 申込方法 

東日本国際大学奨学金 本学に在籍する学生で、学業成績、部活

動成績、人物ともに優れた者で経済的理

由により修学が困難な者に学資を給付す

る。 

所定の願書に学費負担者と連署の上、必要

書類を添えて申し込む。 

 

福島県奨学金 大学に在学している福島県出身の学生

で、品行が正しく、学術に優れ能力があ

るにもかかわらず、経済的理由により修 

学が困難な者に奨学資金を貸与する。 

所定の願書に学費負担者と連署の上、必要

書類を添えて申し込む。 

 

http://www.shk-ac.jp/admission_fee_fee.html
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あしなが奨学金 保護者等が病気や災害（交通事故を除く）

もしくは自死などで死亡、またはそれら

が原因で著しい後遺障害を負い、教育費

に困っている者で大学に在学している学

生に学資を貸与する。 

所定の願書に学費負担者と連署の上、必要

書類を添えて申し込む。 

 

ロータリー米山記念

奨学金 

 

勉学、研究を志して日本に在留している

外国人留学生で、受給年度に、学部課程

3・4年目に在籍する留学生。 

所定の願書に記載の上、必要書類を添えて

申し込む。 

 

平和中島財団奨学金 日本の大学に在籍する私費外国人留学生

で、学業、人物ともに優れ経済的理由に

より修学に困難がある者。 

在籍する大学からの推薦により、書類選考

する。 

 

日本学生支援機構私

費外国人留学生学習

奨励費 

日本の大学に在籍する私費外国人留学生

で学業、人物ともに優れ経済的理由によ

り修学に困難がある者に給付。 

大学の長を通じて、機構理事長に推薦す

る。 

 

日本学生支援機構 特に優れた者で、経済的理由により修学

が困難な学生に学資を貸与。 

大学の長を通じて機構理事長に推薦する。 

 


